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(57)【要約】
【課題】自動車用投光装置の照明装置の個々のコンポー
ネントに製造不正確性がある場合であっても、所望の光
像を簡単な方法で形成可能にすること。
【解決手段】照明装置（１）は、可視光を放射する少な
くとも１つの発光モジュール（２）、発光モジュール（
２）の光を偏向及び／又は整形する少なくとも１つの光
学構造体（３）、及び、発光モジュール（２）と結合さ
れ、少なくとも１つの光学構造体（３）を支持する保持
モジュール（４）を含み。発光モジュール（２）は少な
くとも１つのレーザ光源（２ａ）及び光変換要素（２ｂ
）を含む。少なくとも１つのレーザ光源（２ａ）の光は
光変換要素（２ｂ）に導かれ、光変換要素（２ｂ）はそ
の光を可視光に変換して光学構造体（３）内に放射しす
る。保持モジュール（４）は少なくとも第１及び第２案
内手段（４ｂ’、４ｈ）を有する。光学構造体（３）は
、第１案内手段（４ｂ’）によって第１方向（ｘ）に、
第２案内手段（４ｈ）によって第２方向（ｚ）に、光変
換要素（２ｂ）に対しシフト可能である。第１方向（ｘ
）と第２方向（ｚ）は互いに対し異なる方向である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車両用投光装置の照明装置（１）であって、
　照明装置（１）は、
・可視光を放射する少なくとも１つの発光モジュール（２）、
・発光モジュール（２）の光を偏向及び／又は整形する少なくとも１つの光学構造体（３
）、及び、
・発光モジュール（２）と結合され、少なくとも１つの光学構造体（３）を支持する保持
モジュール（４）
　を含み、
　発光モジュール（２）は少なくとも１つのレーザ光源（２ａ）及び光変換要素（２ｂ）
を含み、
　少なくとも１つのレーザ光源（２ａ）の光は光変換要素（２ｂ）に導かれ、光変換要素
（２ｂ）はその光を可視光に変換して光学構造体（３）内に放射し、
　保持モジュール（４）は少なくとも第１及び第２案内手段（４ｂ’、４ｈ）を有し、
　光学構造体（３）は、第１案内手段（４ｂ’）によって第１方向（ｘ）に、第２案内手
段（４ｈ）によって第２方向（ｚ）に、光変換要素（２ｂ）に対しシフト可能であり、
　第１方向（ｘ）と第２方向（ｚ）は互いに対し異なる方向である、
　照明装置（１）。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置（１）において、
　発光モジュール（２）は、レーザ光源（２ａ）及び光変換要素（２ｂ）を取り囲むハウ
ジング（２ｃ）を含み、
　保持モジュール（４）は、光学構造体（３）を受容するよう構成された担持要素（４ｂ
）を含み、
　担持要素（４ｂ）は、第１案内手段（４ｂ’）によってハウジング（２ｃ）に対しシフ
ト可能であり、
　第１案内手段（４ｂ’）は、ハウジング（２ｃ）に直接係合する、
　照明装置（１）。
【請求項３】
　請求項１に記載の照明装置（１）において、
　発光モジュール（２）は、レーザ光源（２ａ）及び光変換要素（２ｂ）を取り囲むハウ
ジング（２ｃ）を含み、
　保持モジュール（４）は、担持要素（４ｂ）及びアダプタ要素（４ａ）を含み、
　担持要素（４ｂ）は、光学構造体（３）を受容するよう構成され、アダプタ要素（４ａ
）は、ハウジング（２ｃ）に固定的に結合可能であり、
　担持要素（４ｂ）は、第１案内手段（４ｂ’）によってアダプタ要素（４ａ、４ａ’）
に係合しかつアダプタ要素（４ａ）に対しシフト可能である、
　照明装置（１）。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の照明装置（１）において、
　第２案内手段（４ｈ）は、担持要素（４ｂ）に設けられ、
　光学構造体（３）は、第２案内手段（４ｈ）によって担持要素（４ｂ）に対しシフト可
能である、
　照明装置（１）。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１方向（ｘ）と第２方向（ｚ）は互いに対し直角に配向されている、
　照明装置（１）。
【請求項６】
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　請求項１～５の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１方向（ｘ）及び／又は第２方向（ｚ）におけるシフト位置は、夫々、調節ネジ（８
ａ、８ｂ）によって固定可能である、
　照明装置（１）。
【請求項７】
　請求項６に記載の照明装置（１）において、
　担持要素（４ｂ）は、第１調節ネジ（８ａ）を受容するための孔を有し、
　第１調節ネジ（８ａ）は、アダプタ要素（４ａ）のネジ部及び／又は発光モジュール（
２）のハウジング（２ｃ）のネジ部に螺合し、
　担持要素（４ｂ）と発光モジュール（２）の間に配置された第１弾性要素（７ａ）は、
担持要素（４ｂ）を第１調節ネジ（８ａ）のネジ頭の方向における停止位置に押し付ける
、
　照明装置（１）。
【請求項８】
　請求項７に記載の照明装置（１）において、
　第１弾性要素（７ａ）は、発光モジュール（２）と担持要素（４ｂ）の間に配置され、
第１調節ネジ（８ａ）の周囲を取り囲む、中空シリンダ状のゴム要素である、
　照明装置（１）。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の照明装置（１）において、
　アダプタ及び／又は発光モジュール（２）のハウジングは、第１弾性要素（７ａ）の弾
性力の方向における担持要素（４ｂ）のシフト運動を制限する第１ストッパ（４ｄ）を有
する、
　照明装置（１）。
【請求項１０】
　請求項７～９の何れかに記載の照明装置（１）において、
　発光モジュール（２）と担持要素（４ｂ）の間に、第１弾性要素（７ａ）の弾性力の方
向の反対側への担持要素（４ｂ）のシフト運動を制限する第２ストッパ（４ｇ）が設けら
れている、
　照明装置（１）。
【請求項１１】
　請求項２～１０の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第２案内手段は、担持要素（４ｂ）に設けられており、
　光学構造体（３）は、第２案内手段（４ｈ）によって担持要素（４ｂ）に対しシフト可
能である、
　照明装置（１）。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の照明装置（１）において、
　第２案内手段（４ｈ）は、担持要素（４ｂ）から突設された少なくとも１つの案内レー
ルを有し、該案内レールには光学構造体（３）がシフト可能に支持されており、
　案内レールの突出端部には、案内レールに固定可能な終端要素（９）が設けられており
、該終端要素（９）は、案内レールの突出端部の方向への光学構造体（３）の運動を制限
するものであり、
　担持要素（４ｂ）には、光学構造体（３）を案内レールの突出端部の方向に押し付ける
第２弾性要素（７ｂ）が係合し、
　終端要素（９）は、光学構造体（３）を第２弾性要素（７ｂ）の弾性力に抗してシフト
可能にする第２調節ネジ（８ｂ）を有する、
　照明装置（１）。
【請求項１３】
　請求項１２に記載された照明装置（１）において、
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　光学構造体（３）は、第２調節ネジ（８ｂ）の係合部分が当接する調整斜面（３ａ）を
有し、
　調整斜面（３ａ）と該係合部分は、第２調節ネジ（８ｂ）の軸方向のシフトが第２方向
（ｚ）又はその反対方向への光学構造体（３）のシフト運動に変換されるよう、構成され
ている、
　照明装置（１）。
【請求項１４】
　請求項１３に記載された照明装置（１）において、
　第２調節ネジ（８ｂ）は、終端要素（９）を貫通通過し、
　終端要素（９）の１つの側面に第２調節ネジ（８ｂ）のネジ頭が配置されており、かつ
、該側面に対向する側面に前記係合部分が配置されており、
　該係合部分は、終端要素（９）に指向する係合面（８ｂ’）を有し、
　有利には、該ネジ頭は、同様に、終端要素（９）に指向する係合面（８ｂ’’）を有す
る、
　照明装置（１）。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１調節ネジ（８ａ）と第２調節ネジ（８ｂ）は、互いに対し実質的に平行に配向され
ている、
　照明装置（１）。
【請求項１６】
　請求項２～１５の何れかに記載の照明装置（１）において、
　発光モジュール（２）には、第１及び第２方向（ｘ、ｚ）におけるシフト位置のニュー
トラル位置を表す複数の基準マーキング（１０）が設けられており、
　複数の基準マーキング（１０）は、有利には第２調節ネジ（８ｂ）に対し平行に配向さ
れた少なくとも１つの共通の方向（ＢＲ）から視認可能である、
　照明装置（１）。
【請求項１７】
　請求項１～１６の何れかに記載の照明装置（１）において、
　光学構造体（３）は、レンズ及び／又はリフレクタを含み、とりわけレンズを有するハ
イパボリック型リフレクタを含む、
　照明装置（１）。
【請求項１８】
　請求項１～１７の何れかに記載の照明装置（１）において、
　別体の冷却体（５）が発光モジュール（２）に設けられている、
　照明装置（１）。
【請求項１９】
　少なくとも１つの請求項１～１８の何れかに記載の照明装置（１）を有する自動車両用
投光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車両用投光装置の照明装置であって、該照明装置は、可視光を放射する
少なくとも１つの発光モジュール、発光モジュールの光を偏向及び／又は整形する少なく
とも１つの光学構造体、及び、発光モジュールと結合され、少なくとも１つの光学構造体
を支持する保持モジュールを含み、発光モジュールは少なくとも１つのレーザ光源及び光
変換要素を含み、少なくとも１つのレーザ光源の光は光変換要素に導かれ、光変換要素は
その光を可視光に変換して光学構造体内に放射する、照明装置に関する。
【０００２】
　本発明は、更に、少なくとも１つの本発明の照明装置を有する自動車両用投光装置に関
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する。
【背景技術】
【０００３】
　発光モジュールがそれに後置された光学構造体に固定的に結合されている照明装置であ
って、光学構造体が発光モジュールから放射された光を例えば道路に投射するものは、従
来技術から既知になっている。従って、それによって形成される光像は、発光モジュール
の光分布にも、光学構造体の光学特性にも依存する。例えば公差の不正確性に起因して発
光モジュールや光学構造体の製造の際に生成し得る又は発光モジュールに対する光学構造
体の不正確な位置決めによって引き起こされ得るエラーは、所望の光像からのずれをもた
らす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】

【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それゆえ、本発明の課題は、当該照明装置の個々のコンポーネントが何らかの製造不正
確性を含み得る場合であっても、所望の光像を簡単な方法で形成可能な照明装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、冒頭に記載したタイプの照明装置において、本発明に応じ、保持モジュー
ルは少なくとも第１及び第２案内手段を有し、光学構造体は、第１案内手段によって第１
方向に、第２案内手段によって第２方向に、光変換要素に対しシフト可能であり、第１方
向と第２方向は互いに対し異なる方向である、ことによって解決される。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　光を放射する光変換要素に対し光学構造体をシフトすること、かくして、光変換要素の
、光変換要素における光分布の中心の及び光学構造体の誤った位置を補償することが、本
発明により可能になる。
【０００８】
　第１方向及び第２方向に沿ったシフトとは、典型的には、直線的（直進的）運動である
。少なくとも１つのレーザ光源の光は、光変換要素に直接的に向けられることができ、又
は幾つかの光学素子を介して光変換要素に向けられることができる。
【０００９】
　有利には、発光モジュールはレーザ光源及び光変換要素を取り囲むハウジングを含み、
保持モジュールは光学構造体を受容するよう構成された担持要素を含み、担持要素は第１
案内手段によってハウジングに対しシフト可能であり、第１案内手段はハウジングに直接
係合するよう、構成可能である。第１案内手段とは、例えば、担持要素が相応の突出部に
よって嵌り込む、ハウジングの外側領域に配することが可能なレール状の案内溝である。
かくして、格別にコスト的に有利で、コンパクトでかつ簡単な構造が得られる。
【００１０】
　これの代わりに、発光モジュールはレーザ光源及び光変換要素を取り囲むハウジングを
含み、保持モジュールは担持要素及びアダプタ要素を含み、担持要素は光学構造体を受容
するよう構成され、アダプタ要素はハウジングに固定的に結合可能であり、担持要素は第
１案内手段によってアダプタ要素に係合しかつアダプタ要素に対しシフト可能であるよう
、構成可能である。アダプタ要素を設けることによって、多くの種々異なる発光モジュー
ルを本発明の照明装置のために使用することが可能になるが、これは、アダプタ要素は簡
単な方法でそのような発光モジュールの夫々と固定的に結合することができるからである
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。
【００１１】
　ハウジング又はアダプタ（要素）に対するシフトとは、勿論、光変換要素に対するシフ
トを暗示している。
【００１２】
　格別に簡単な構造の照明装置を達成するために、第２案内手段は担持要素に設けられ、
光学構造体は第２案内手段によって担持要素に対しシフト可能であるよう、構成可能であ
る。
【００１３】
　とりわけ、第１方向と第２方向は互いに対し直角に配向されるよう、構成可能である。
これによって格別に効率的な設定が可能になる。この場合、両者の方向への運動は互いに
対し線形的に非依存的であり、かくして不所望の相互作用を回避することができる。「互
いに対し直角に配向され」という表現は、本開示の枠内においては、（両者の方向の間の
）なす角が８５°～９５°の範囲にある配置と理解される。
【００１４】
　第１方向及び／又は第２方向におけるシフト位置は夫々調節ネジによって固定可能であ
ると、格別に好都合であり得る。とりわけ、この場合、担持要素は第１調節ネジを受容す
るための孔を有し、第１調節ネジはアダプタ要素のネジ部及び／又は発光モジュールのハ
ウジングのネジ部に螺合し、担持要素と発光モジュールの間に配置された第１弾性要素は
担持要素を第１調節ネジのネジ頭の方向において停止位置に押し付けるよう、構成可能で
ある。これによって、第１方向への光学構造体の格別に強固（ないし堅固：robust）かつ
同時に簡単な（位置）調整を達成することができる。発光モジュールにアダプタ要素が配
されている場合、弾性要素は、勿論、アダプタ（要素）と担持要素の間にも配設可能であ
る。第１弾性要素の格別に実用的な形態は、第１弾性要素が発光モジュールと担持要素の
間に配置され、第１調節ネジの周囲を取り囲む、中空シリンダ状のゴム要素であることに
よって、達成可能である。
【００１５】
　第１調節ネジの過誤による完全な螺脱（Herausschrauben）を阻止（予防）するために
、アダプタ（要素）及び／又は発光モジュールのハウジングは第１弾性要素の弾性力の方
向における担持要素のシフト運動を制限する第１ストッパを有するよう、構成可能である
。担持要素の対応する面が第１ストッパに当接するまで調節ネジが螺脱されると、調節ネ
ジの更なる螺脱は担持要素の更なる運動には至らず、かくして、最大の偏位（Auslenkung
）が認識可能になる。
【００１６】
　第１弾性要素の押し潰しないし破壊を阻止するために、発光モジュールと担持要素の間
に、第１弾性要素の弾性力の方向の反対側への担持要素のシフト運動を制限する第２スト
ッパが設けられるよう、構成可能である。
【００１７】
　第２案内手段は担持要素に設けられており、光学構造体は第２案内手段によって担持要
素に対しシフト可能であると、格別に好都合であり得る。更に、第２案内手段は担持要素
から突設された少なくとも１つの案内レールを有し、該案内レールには光学構造体がシフ
ト可能に支持されており、案内レールの突出端部には案内レールに固定可能な終端要素が
設けられており、該終端要素は案内レールの突出端部の方向への光学構造体の運動を制限
するものであり、担持要素には光学構造体を案内レールの突出端部の方向に押し付ける第
２弾性要素が係合し、終端要素は光学構造体を第２弾性要素の弾性力に抗してシフト可能
にする第２調節ネジを有するよう、構成可能である。これによって、第２方向に光学構造
体をシフトするための格別に強固（ないし確実）かつ同時に簡単な構造が得られる。
【００１８】
　光学構造体は第２調節ネジの部分（以下においては「係合部分」と称する。）が当接す
る調整斜面を有し、調整斜面と該係合部分は第２調節ネジの軸方向のシフトが第２方向又
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はその反対方向への光学構造体のシフト運動に変換されるよう構成されていると、とりわ
け好都合であり得る。係合部分は有利には円錐状に構成されている。この場合、第２調節
ネジは終端要素を貫通通過し、終端要素の１つの側面に第２調節ネジのネジ頭が配置され
ておりかつ該側面に対向する側面に係合部分が配置されており、係合部分は終端要素に指
向する係合面（係止面）を有し、有利には該ネジ頭は同様に終端要素に指向する係合面（
係止面）を有すると、とりわけ有利であり得る。これらの係合面（係止面）は夫々の運動
を制限する。
【００１９】
　利用者又はロボットアームにより操作される調節工具による格別に簡単な調節を可能に
するために、第１調節ネジと第２調節ネジは互いに対し実質的に平行に配向されるよう、
構成可能である。これによって、両者の調節ネジの調節を共通の方向から行うことができ
る。
【００２０】
　調節プロセスを容易化するために及び手動（手操作）による適合化のためのスタート値
を提案するために、発光モジュールには、第１及び第２方向におけるシフト位置のニュー
トラル位置を表す複数の基準マーキングが設けられ、複数の基準マーキングは、有利には
第２調節ネジに対し平行に配向された少なくとも１つの共通の方向から視認可能であるよ
う、構成可能である。ニュートラル位置とは、第１及び第２方向に沿った光変換要素に対
する光学構造体の位置であって、照明装置全体が製造及び組立不正確性がない場合に、所
望の光像が達成されるような位置である。
【００２１】
　とりわけ、光学構造体は、レンズ及び／又はリフレクタ、とりわけレンズを有するハイ
パボリック型リフレクタ（hyperbolisch Reflektor）、を含むことが可能である。
【００２２】
　更に、別体の冷却体を発光モジュールに設けることも可能である。
【００２３】
　更に、本発明は、少なくとも１つの本発明の照明装置を有する自動車両用投光装置（前
照灯等）に関する。
【００２４】
　本発明は、以下に、図面に記載された例示的かつ非限定的実施例を用いて詳細に説明さ
れている。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の照明装置の一例の斜視図。
【図２】発光モジュールの一例の斜視図。
【図３】図２の発光モジュールの模式図。
【図４】発光モジュールと、発光モジュールに配されたアダプタ要素の一例の斜視図。
【図５】発光モジュールと、アダプタ要素に係合する（ないしアダプタ要素を掴持する）
担持要素の一例の斜視図。
【図６】図５の一部分の詳細図。
【図７】担持要素を斜め上方から見た斜視図。
【図８】図７において、更に、光学構造体の一例が担持要素に受容された様子を示す図。
【図９】図７及び図８において、更に、終端要素の一例が配された様子を示す図。
【実施例】
【００２６】
　図１は、自動車用投光装置（前照灯等）のための本発明の照明装置１の一例を斜視図で
示す。照明装置１は、可視光を放射するための少なくとも１つの発光モジュール２と、発
光モジュール２の光を偏向及び／又は整形する光学構造体３を有する。光学構造体３は図
示の実施例ではリフレクタとして構成されている。また、光学構造体３は、少なくとも１
つのレンズ、（複数の）レンズ及び／又は（複数の）リフレクタの組み合わせ、又は照明
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目的の光像の形成に適合する原理的に任意のその他の光学コンポーネントからなるレンズ
システムであり得る。照明装置１は、更に、発光モジュール２に結合された保持モジュー
ル４を有する。保持モジュール４は、図示の実施例では、２つのコンポーネント即ちアダ
プタ４ａ及び担持要素４ｂを有し、これらは以下に説明する態様で協働する。保持モジュ
ール４は、光学構造体３をシフト可能に受容するよう構成されている。とりわけ図３（こ
れは発光モジュール２の一例の模式図を示す。）において見出すことができるように、発
光モジュール２は少なくとも１つのレーザ光源２ａ及び光変換要素２ｂ（例えば蛍光体（
Phosphor））を含み、少なくとも１つのレーザ光源２ａの光は光変換要素２ｂに導かれ、
光変換要素２ｂはレーザ光を可視光に変換して光学構造体３内に放射する。現行の発光モ
ジュール２は、しばしば、夫々のレーザ光が束ねられて１つの光変換要素２ｂに導かれる
複数のレーザ光源２ａを含む。
【００２７】
　保持モジュール４は、後続する（図２以降の）図（複数）に基づき更に詳細に説明され
るように、案内手段４ｂ’及び４ｈを有する。これらの案内手段によって、光学構造体３
は、光変換要素２ｂに対し第１方向ｘ及び第２方向ｚにシフトされることができる。第１
方向ｘと第２方向ｚは互いに相違する（互いに異なる方向である）。
【００２８】
　図２は、発光モジュール２の一例を斜視図で示す。この発光モジュール２はその電子的
コンポーネントを冷却する冷却体５を付加的に有する。なお、冷却体５は後続する図にお
いては見易さの観点から図示されていない。レーザ光源２ａは、光変換要素２ｂが嵌め込
まれているハウジング２ｃによって取り囲まれている。
【００２９】
　図４は、発光モジュール２とこれに配されたアダプタ要素４ａの一例を斜視図で示す。
アダプタ要素４ａは、発光モジュール２に外嵌され、例えばネジ４ｃ又はその他の適切な
手段によって発光モジュール２に固定される。かくして、アダプタ要素４ａは発光モジュ
ール２に固定的に結合される。アダプタ要素４ａは、更に、図５及び図６に示された第１
弾性要素７ａの弾性力の方向において、担持要素４ｂのシフト運動を制限する第１ストッ
パ４ｄを有する。この第１ストッパ４ｄは、典型的には担持要素４ｂの組付け後に配され
るものであり、図示の実施例ではネジとして構成されている。アダプタ要素４ａは、その
互いに向かい合う（２つの）側部に夫々１つの凹部（ないし溝部）４ａ’を有する。凹部
４ａ’は、当該凹部４ａ’に嵌り込む担持要素４ｂの嵌合部分４ｂ’を受容及び案内する
よう構成されている。第１案内手段は、凹部４ａ’への嵌合部分４ｂ’の嵌り込みによっ
て構成されている。第１方向ｘにおける保持モジュール４の案内を可能にする他の任意の
構成及び可能性も当業者には勿論既知である。例えば、アダプタ要素４ａには、担持要素
４ｂの対応する案内溝に嵌り込む凸部を凹部４ｂ’の代わりに設けることも可能であろう
。更に、例えば発光モジュール２が担持要素４ｂの案内手段４ｂ’に対応するコンポーネ
ントを、とりわけ凸部又は凹部を既に備えている場合、アダプタ要素４ａが省略可能であ
りかつ担持要素４ｂが直接的に発光モジュール２を掴持する実施形態も考えられる。
【００３０】
　図５は、発光モジュール２と、アダプタ要素４ａに取り付けられた担持要素４ｂの一例
を斜視図で示す。担持要素４ｂは、第１方向ｘにおいてシフト可能にアダプタ要素４ａに
支持されており、担持要素４ｂが外側に（外れる方向に）最大に導かれた（シフトされた
）場合に第１ストッパ４ｄに接触し、以って、第１方向ｘへの更なるシフトを阻止するよ
う構成された突出部４ｃ［４ｅ］を有する。担持要素４ｂは、更に、第１調節ネジ８ａを
受容する孔４ｆを有する。調節ネジ８ａは、アダプタ要素４ａのネジ部及び／又は発光モ
ジュール２のハウジング２ｃのネジ部に螺入する。アダプタ要素４ａと発光モジュール２
の間には第１弾性要素７ａが配されている。第１弾性要素７ａは、担持要素４ｂを調節ネ
ジ８ａのネジ頭の方向における停止位置に押し付けるよう構成されており、発光モジュー
ル２ないしアダプタ要素４ａと担持要素４ｂの間に配置され、第１調節ネジ８ａの周囲を
取り囲む、中空シリンダ状のゴム要素として構成されている。図６は、これについての詳
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細例（部分拡大図）を示す。
【００３１】
　図６では、発光モジュール２ないしアダプタ要素４ａと担持要素４ｂの間に配置されて
おりかつ第１弾性要素７ａの弾性力の方向の反対側への担持要素４ｂのシフト運動を制限
する第２ストッパ４ｇを見出すことができる。これによって、弾性要素７ａの過大な押し
付け及びそれに起因する損傷を予防（防止）することができる。両者のストッパ４ｄ及び
４ｇによって、ハウジング２ｃ及びそれに設けられた光変換要素２ｂに対する担持要素４
ｂのシフトの調節範囲を有効な（合理的な）範囲に制限することができる。
【００３２】
　第２方向ｚにおける光学構造体３のシフトのために、担持要素４ｂに設けられた第２案
内手段４ｈが設けられている。これについては、以下に、図７～図９を参照して詳細に説
明する。
【００３３】
　第２案内手段４ｈは、図示の実施例では、担持要素４ｂから突設された２つの案内レー
ルから構成されており、該案内レールは光学構造体３を第２方向ｚにおいてシフト可能に
支持するよう構成されている。第２案内手段４ｈは、それによって第２方向ｚにおける案
内が可能である限りにおいて、異なるように構成されることも勿論可能である。光学構造
体３は案内レール４ｈにシフト可能に支持されている。更に、図９に示されているように
、終端要素９が案内レール４ｈの突出端部に設けられている（ないし案内レール４ｈの（
突出）端部に固定可能である）。終端要素９は案内レールの（突出）端部の方向への光学
構造体３の運動を制限する。終端要素９は当該終端要素９を貫通通過する第２調節ネジ８
ｂを有する。終端要素９の１つの側部には、第２調節ネジ８ｂのネジ頭が配されており、
その反対側の側部には、図示の実施例では円錐状に構成されている（第２調節ネジ８ｂの
）係合部分が配されている。係合部分は終端要素９に向けられた係合面（係止面）８ｂ’
’を有し、係合面（係止面）８ｂ’’によって、終端要素９に対する第２調節ネジ８ｂの
最大の（位置）変位が制限される。更に、ネジ頭には、終端要素９に指向する更なる係合
面（係止面）８ｂ’が設けられるよう、構成可能である。そのような場合、終端要素９は
２つの部分から構成可能であり、これら２つの部分の間に第２調節ネジ８ｂが受容されか
つ包囲される。終端要素９を案内レール４ｈに配置するネジ結合は、当該２つの部分の固
定的結合に寄与することができる。
【００３４】
　図８に良好に見出すことができるように、光学構造体３は第２調節ネジ８ｂの係合部分
が当接する調整斜面３ａを有し、調整斜面３ａと（円錐状）係合部分は第２調節ネジ８ｂ
の軸方向のシフトが第２方向ｚ又はその反対方向への光学構造体３のシフト運動に変換さ
れるよう構成されている。
【００３５】
　図７に、担持要素４ｂに設けられた第２弾性要素７ｂを見出すことができる。第２弾性
要素７ｂは光学構造体３を案内レール４ｈの（突出）端部の方向に押し付ける。これによ
って、調整斜面３ａが第２調節ネジ８ｂの（円錐状）係合部分に向かって押し付けられ、
かくして、光学構造体３の定義された停止位置が確定（固定）されることが保証される。
第２弾性要素７ｂは有利な態様で担持要素４ｂの凹部に着座し（図５において良好に見出
すことができる）、かくして、一方では、弾性要素７ｂの位置は横方向に関し（lateral
）固定される。付加的に、弾性要素７ｂの過大な押し付け及びそれに基づく損傷を阻止す
ることができる。なぜなら、担持要素４ｂは、光学構造体３のシフト運動を、弾性要素７
ｂの弾性力（の方向）の反対方向において制限するからである。
【００３６】
　図５、図７、図８及び図９に見出すことができるように、保持モジュール４には、図示
の実施例では具体的には担持要素４ｂには、第１ないし第２方向におけるシフト位置のニ
ュートラル位置を表す複数の基準マーキング１０が設けられている。有利には、複数の基
準マーキング１０は少なくとも１つの共通の注視方向ＢＲから視認可能である。これらの
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基準マーキング１０は例えば刻み目として又は突出部としても構成可能である。
【００３７】
　これについては、例えば、本発明の照明システム１を組立状態で示す図１において良好
に見出すことができる。この場合、調節ネジ８ａ及び８ｂは互いに対し平行に配向されて
おり、かくして、調節ネジ８ａ及び８ｂは、異なる方向からのアプローチを要することな
く、簡単な態様で利用者によってアクセスされることができる。
【００３８】
　本発明の照明装置１は、光変換要素２ｂに対する光学構造体３の位置調整を簡単な方法
で可能にし、しかも、既述の第１及び第２方向ｘ、ｚにおけるシフトを可能にする。ここ
で、第１及び第２方向ｘ、ｚは相互に異なる方向であり、有利には互いに対し直角に配向
されている。本発明の照明装置１を有する自動車用投光装置の場合、２つの方向ｘ及びｚ
は、有利には、自動車用投光装置が自動車に組込まれた状態において方向ｘが自動車の主
走行方向（いわゆる自動車長手軸）に一致し、方向ｚが垂直（鉛直）軸（いわゆる車高軸
）に相当するよう、選択される。
【００３９】
　本発明の教示を考慮することにより、当業者は、本発明の図示されていない他の実施形
態に想到することができる。従って、本発明は図示の実施形態には限定されない。重要で
あるのは、当業者によって本書の知見の下で種々の態様で実施可能であるが、それ自体は
不変に留まる本発明の基礎をなす思想である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】
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